
 

 

 

 

主体性・傾聴・対話 

校長 荒井 宏之 

寒の戻りを感じる４月初旬でしたが、ようやく暖かくなり、本格的な春の訪れを感じられるよう

になりました。保護者の皆様におかれましては、お子様の御入学、御進級誠におめでとうございま

す。本校は開校７年目となり、２７０名の新入生を迎え、１４１５名（４８学級）の児童と１００

名を超えるスタッフで令和７年度をスタートいたしました。 

本校では、今年度も「笑顔あふれ 瞳かがやく子の育成 ～あふれる笑顔 かがやく瞳～」を学

校教育目標に掲げ、教育活動を展開してまいります。教職員は、学校生活全体をとおして、児童個々

のよさに目を向け、それらを伸長することに励むとともに、学習場面においては、課題を正確に理

解する力を育み、課題に正対した解決活動を行えるようにすることや課題解決の方法・手段を取捨

選択する力、自らの考えや導き出した答えを発信する力の育成に取り組み、主体的に学ぶ姿勢を育

んでまいります。また、令和７年度さいたま市教育行政方針では、生涯学習社会を生き抜く「自立

した学習者」の育成がひとつのテーマとして示されました。このことは、小学校で完結するもので

はなく、１２年間の学びをとおして身に付けていくものとなりますが、「自立した学習者」への土台

作りとして、小学校段階における「学び方」「教え方」の在り方を研究してまいります。 

学校は、実体験や他者との対話・協働をはじめ、人との交流やつながりをとおして、様々な経験

をする場であります。自分の考えを持ち、それを表現したり、発信したりすることはとても大切で

す。同時に人の話に耳を傾け、時には考えを受け入れることも大切です。集団生活の中では、意見

や考えの異なる他者と対話により着地点を見つけ、折り合いをつけることも経験してほしいと思い

ます。子どもたちは、学校生活の中で壁にぶつかることもあると思いますが、それもひとつの経験

として、自分の力や強さとしていけるよう職員一同サポートしてまいりますので、保護者の皆様方

にもお力添えをいただきますようよろしくお願いいたします。  

３月に第２給食室が完成し、４月からは２つの給食室が稼働します。１校で２つの給食室という

市内でも前例のない取組になりますが、安全・安心な給食を提供できるよう努めてまいります。 

子どもたちが生き生きと成長できるよう職員一同、心を合わせて取り組んでまいります。保護者

の皆様並びに地域の皆様には、より一層の御支援、御協力を賜りますようお願い申し上げます。 
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 ４月３日、新６年生が教室移動や１年生の入学準備など、新年度に向けた作業をしてくれまし

た。６年生の皆さんありがとうございました。今後も最高学年としての活躍に期待をしています。 

学校運営協議会にもご参加いただいております、 

さいたまスタジアム２００２公園管理事務所様が 

ご厚意で美園北小学校児童の進学・進級を祝した 

特別なライトアップをしてくださいました。  


